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研究成果の概要（和文）：本科研は，今日的なリテラシーの視座から数学教育学における新たな課題領域の創出を目指
している。研究成果をまとめる意味で，最終年度には日本科学教育学会第37回年会で，５本の研究発表をおこなった。
具体的には「目的・目標論領域」から２本，「方法論領域」から１本，「認知論領域」から１本，「教師教育論領域」
から１本，数学教育学の課題創出に向けて発表をおこなった。上記以外に研究成果は査読付きの雑誌論文として掲載さ
れ，また口頭の形で内外の研究会で発表されている。

研究成果の概要（英文）：This research, which is funded by JSPS Grants-in Aid for Scientific Research, aims
 at creating new research theme in mathematics education research from the perspective of mathematical lit
eracy. Summarizing this research, the research outcome is that we made five presentations during the 37th 
annual conference of Japan Society of Science Education. More precisely, two out of the five presentations
 were for the aims and objectives, and one each for the methodology, cognitive domain, and teacher educati
on. All these contain a proposal of new research theme and issues. Besides, some papers have been publishe
d in the peer reviewed journal and many more have been presented in the academic gatherings locally and in
ternationally.
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１．研究開始当初の背景 
 米国では 1989年にAAASが Project 2061を
立ち上げ、科学・数学・技術を総合した科学
的リテラシーを提起している。その後、2000
年代に入り、OECD が PISA において数学的
リテラシーを重要なコンピテンシーにあげ、
評価の対象にした。Gellert ＆ Jablonka はそ
の著“Mathematisation and Demathematisation”
の中で、「個人の脱数学化は社会の数学化に
連動する」という課題意識の下で、PISAによ
る数学的リテラシーの国際的な動向に対し
て、社会学的な分析と考察と批判を加えてい
る。しかしその議論は数学教育全般にわたる
ものであって、本研究でターゲットとする中
等教育段階に焦点づけられたものでも、また
数学教育学の基盤を問うものでもない。 
 また国内では平成 18 年度・19 年度に北原
和夫国際基督教大学教授が代表者となり、約
150 名の科学者・技術者・教科教育研究者が
参画し「日本人が身に付けるべき科学技術の
基礎的素養に関する調査研究」（科学技術振
興調整費）がおこなわれた。申請者もその一
員であったが、科学技術リテラシーの内容に
関し、学術的な立場から網羅的・全般的な検
討と集約がなされたが、教科教育学的な視座
からの分析･考察は、なお緒に就いたばかり
といってよく、本格化するのはこれからとい
えよう。数学的リテラシーの研究についてい
えば、PISAの影響下で、「数学化」や「数学
的モデリング」をキーワードに、その内容的
側面の精緻な検討がなされているのが主で
あり、数学教育学的な枠取りの中で、それが
どのような意義や展望を持ちうるかまでは、
なされていないのが実情であろう。 
 
２．研究の目的 
 これまでの数学教育研究の対象は主に初
等教育段階の教科内容であって、それを数学
の認識論と理解という認知論から考察して
きたといってよい。これに対し、本研究では、
数学教育研究の焦点を中等教育段階とりわ
け後期中等教育にシフトし、これまでの大学
進学に向けた hidden カリキュラムを払拭す
べく、社会と数学との関係性をリテラシーと
いう視座から社会学的に検討し、数学教育学
の新たな課題領域を創出することを目的と
している。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、「リテラシー」と「数学教育
学」との相互参照の下で、リテラシーという
視座からとくに後期中等教育段階に焦点を
絞り、あらためて数学教育学の基盤を構築す
ることを目的とする。具体的には、リテラシ
ー、数学的リテラシー、学力そして能力とい
ったキー・コンセプトの概念規定、さらには
数学教育学に関するメタ的考察をおこない、
数学教育学の課題と展望を明確にする。また
後期中等教育段階に焦点化することによっ
て、その課題と展望をより鮮明にする。以上

の作業を総合する意味で、中等教育に焦点化
して、数学的リテラシーに基づく、カリキュ
ラム構成原理を構築する。 
 こうした理論的研究はセミナーにおいて
内部的な検討を図るだけではなく、数学的リ
テラシー・ワークショップにおいて、実践と
理論にわたる広い視座から検討されなけれ
ばならないと考える。本研究は、新たな数学
教育学の指針を示すばかりでなく、多くの数
学教育関係者を巻き込みながら、研究的実践
家と実践的研究者の育成にもつながる研究
企画と捉えている。 
 
４．研究成果 
本科研は「リテラシー」という視座から「数
学教育学」に実践的成果を求め，とりわけ後
期中等教育における数学教育学の新たな課
題領域の創出を試みた。最終年度の平成 25
年には，３年間の研究を総括する意味で日本
科学教育学会第 37 回年会(＠三重大学)にお
いて，科研メンバーと研究協力者で５本の課
題研究発表をおこなっている。数学教育の
「目的・目標論領域」から２本，「方法論領
域」から１本，「認知論領域」から１本，「教
師教育論領域」から１本の発表をおこない，
リテラシーの視座から後期中等段階に的を
絞りつつ，それぞれの領域における新たな課
題を明らかにできたと考える。３年間の研究
の成果は，以下の「発表論文等」で示すよう
に，研究代表および研究分担者によって，雑
誌論文 35件や学会発表 32件の形で，査読つ
き論文や内外の研究会で発表され，本科研の
研究目的であった「数学教育学の新たな課題
領域の創出」に対して，成果を挙げたと考え
る。 
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